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国際雲図帳を見て
伊 藤 洋 一＊

　成文化された新しい雲の分類を見ると，整然としてい

て，疑問となるようなことがらは，何もないように思わ

れるが，これらの分類の定義にしたがって，実際の雲の

分類をして見ると，必ずしも簡単ではない．なかには分

類の定義が，実際の雲のどのような状態をさしているの

か，よくわからないことがある．

　Intemational　Cloud　Atlas　Vo1。IIは成文化された

分類の実習であるから，くわしく読むと生きた雲の分類

をつかむことができるとともに，疑問の点がでてくる．

これらについて私見を述べて見たい．

　pl・7を見ると，平行にならんでいる雲を放射（ra－

diatus）としている；　The　clouds　are　aligned　in　ba－

nds　（radiatus）　parallel　to　the　shore．

　Radiatusの定義では，　“幅広い平行な帯を示す雲，

または平行な帯の中にならんだ雲が，透視の効果によっ

て，地平線の一点に収束しているように見え，あるいは

帯が全天を横切つている時は，地平線上の対の二点に収

束しているように見えたりする”（測候時報Vo1．26，

No・2，P・64より引用）となっているから，文章の上か

らは，地平線の上一点あるいは対の二点に収束じている

ように見えるものを，放射（radiatus）とするように考

えられるが，見かけが放射線になっていなくても，平行

な状態に並んだものも，放射とするらしい．

　P1・4“この雲は大きな帯状に（1－2；8－9）配列さ

れている．多分平行しているのであろうが，透視のため

に収束している；The　clouds　are　amnged　in　large

bands（1－2；8－9），probably　parallel　to　each　other，

although　owing　to　perspective　they　appear　to　con＿

verge・”といっているのに，どうして放射（radiatus）

としないのだろうか．

　P1．17筆者は“ずきん”（pileus）と“ヴェール”

（velum）が，実際にはどのようにちがうのか，よくわ

からなかった・ごの図によって，“ヴェール”とは“ず

きん”と同じ成因であるが，ずっと広くひろがったもの

をいうことがわかった．“それらが今少し広がっている

ならば，“ずきん”よりはむしろ“ヴェール”とよぶべ
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きである”；had　they　been　slightly　more　extensive

they　would　have　been　called　velum　rather　than

pileus．”

　pl．24．　この図の波状は，互に平行しているが，P1・

7のようにどうして放射（radiatus）としないのだろう

か．

　P1．55．　この表題はAltostratus　translucidus　and

Cumulusfractusとなっている．この内のCumulus

fractusにっいてであるが，だれでもこれらの低い雲を

C1＝1とコードしそうだが，Asの存在と早朝で多くの

日中の対流活動が期待できないという事実から，C1ニ7

するほうがよい；One　might　be　inclined　to　code

these　lower　clouds　as　C1＝1；　however；the　pres－

ence　of　the　Altostratus　and　the　fact　that　not　much

daytime　convective　activity　is　to　be　expected　in

the　early　moming　make　the　coding　C1＝7more

apPropriate．”といっている以上は，　このCu　fraは

pannUS（ちぎれ雲）とすべきだと思うがどうであろう

か．

　P1．56．　このCumulusfractusも，P1・55と同じよ

うな見解から，pannUS（ちぎれ雲）とすべきであろう・

　ここでも平行した帯構造を放射（radiatus）としてい

る．　“The　band　structure　acτoss　the　picture　in

dicate　the　variety　radiatus．”

　P1．78．duplicatus（二重）は，同じ類の雲が二層に

なっているものをいうが，ほんとうはわずかに違った高

さで，重なっていることがduplicatusの状態の必要条

件である．ここに示されている例では，Acがちがった

二っの層に発生しているが，高さの相違がいちじるしい

ので，duplicatusとしていない．

　“これらの層は，高さのちがいが著しいので，互に直

接関連はない．それでこの雲をAc　duと確認するのは

正しくないであろう”；The　layers　are　not　directly

associated　with　each　other，the　difference　in　their

heights　being　considerable；it　would　therefore　not

be　correct　to　identify　these　clouds　as　Altocumulus

duplicatus．”
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　P1．79．　この図の1－2；3－4の雲の配列が，radiatus

とな6ているのは，P1．7の見解から理解できるが，1－

2から上の波構造の部分は，はっきりと放射状をしてい

るのに，どうして放射（radiatus）どしないのだろう

か．

　また波雲（undulatus）のロールの間から青空が見え

ている状態も，perlucidus（すぎま）とするということ

が，この例でわかっ一た．‘・Blueskyisvisiblebetween

the　rolls　（variety　perlucidus）．”

　P1．98，99，100．これら三っの図は，ずっと古い分

類では，Asのしわ，としていたし，現行の地上気象観

測法では，不透明高積雲としている．しかしここでは

AsとAcの二つの層と考えている．すなわちP1・98で

は“The　lower　layer　consists　of　Altocumulus，……。

The　Altocumulus　is　seen　against　a　general　grey

back　ground　of　Altostratus　at　a　somewhat　higher

leve1．”

　P1．99では“The　sky　is　covered　with　a　layer　of

Altocumulus，probably　merged　with　Altostratus；

空は，多分Asと融合していると思われるAc層でお

おわれている．”

　またP1．100ではやはりAsとAcの層と考・えている・

　“A　grey　layer　of　Altostratus　opacus　and　Altocu－

mulus　opacus，the　base　of　which，according　to　pilot

ballon　observations，ranges　from3200to5900m，l

covers　the　whole　sky；測風気球観測によると，それ

ぞれの雲底が3200から5900mの範囲にある灰色の不透

明高層雲と高積雲・層状・不透明，の層が全天をおおっ

ている．”

　またこの乳房雲（mamma）は，Ac　mamと考えて

いる．　“The　layer　shows　brighter　pa．rts　in　the　vi－

cinty　of　pendant　swellings（Altocumulus　mamma），

standing　out　in　relief；この層は浮彫になって目立っ

ている．たれ下ったふくらぎ（高積雲・乳房雲）の近く

に明るい部分を示している．”この考えをうけいれると，

新らしい分類にある，As　mamは，どういう状態であ

ろうか，またこの図のAc　mamとAs　mamとはどう

して区別するのであろ．うか．

　P1・101の放射（radiatus）もP1・7と同じ見解をと

っている．

　P1・107・Ac　Hoccus（高積雲，房状）はPL104，

105，106でよくわかるとおり，各々の雲片が房のような

見かけをもっている．ところでP1・107のAcnoccus
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は，それぞれの雲片がもっているvirga（尾流雲）をの

ぞけば，母体の部分はどうも房状には見えがたいと思う

がどうであろうか．

P1．118，119．筆者はspissatus（濃）という種は・

むしろ変種にした方がよいという考えをもっている．そ

の理由はCiの他の種（毛状，かき状，塔状，ふさ状）

がそれぞれ特定の形をもっているのに，spissatusはそ

うでないからである．P1。118，119は種を丘bratus（毛

状）とし，その変種としてspissatusをあげたほうが・

ずっと落ちっきがよいと思うがどうか．

　またCsは一般にはCiと同じように陰影をもたない

が，濃密なものになると，はっきりと陰影を示すものが

しばしば観測される．それで巻層雲の場合でも・　splS噌

satUSという変種をもうけてはどうかと考えるのである・

　p1．120．pl．122がCづcastellanus（巻雲・塔状）

なら，この図の3－4に示たされた雲は，Ci　castellanus

とするほうがよいと老えるがどうであろう粧しかも濃

密であるから，　P1・118，119の場合と同じ見解から・

変種と「してspissatusをあげたほうが・ずっと落ちっき

カミよいと，思、う．

　P1．123．Ci　Hoccus（巻雲・房状）とはどのようなも

のを意味しているかは，ちょっとむずかしい．ごの図と

解説から判断すると，virga（尾流雲）の有無にかかわ

らず1丸い房のような形の巻雲をさしているらしい．

　“Round　tufts　without　shading　and　some　of　them

very　white（1，2）are　producing“showers”of　ice

crystals（3，4）which　the　wind　deforms　into　irregu＿

1ar　Blaments．　Several　of　the　elements　appear　to

have　a　breadth　of　more　than　one　degree　and　there＿

fore　cannot　be　called　Cirrocumulus　floccus　but　must

be　called　Cirrus且occus；陰影のない丸い房，あるも

のは非常に白い（1，2）は，氷晶の“showers”（3・4）

を作っている．そして風がそれを不規則なセンイにみだ

している．いくらかの要素は1。より広い幅をもってい

るように見える，，それ故Cc　HOCCusとよぶべきではな

く，Ci　fbccusとよぶべきである・”

　またP1．117の3－3，4－4；P1・132の1－1，2－2；

P1．134の1－1，2－2；P1．136の1－1，2－2などは，

いずれも房の形をしているが，全体の形が“かぎ”にな

っているので，uncinUS（かぎ状）としている．また

P1．142の且occusは多分にuncinusの性質をおびてい

る．Ci　HoccusとCi　uncinusの区別が大変あいまいに

なってくる．筆者は尾流雲をもったCi飾ccusとun一
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CinuSをまとめてuncinuSとするか“かぎ状”のもの

でもあきらかにふさ状をしているものはCi　noccusと

してしまってもよいのではないかと考えるがどうであろ

うか．

　P1．152．　この図のCirrocumulus　lenticularisの雲

片は，互にはっきり放射状（radiatus）を示している．

筆者の観測ではCcのradiatusは決してまれではな

い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　P1・151も今一すじの帯状のCcがあれば，もうra一

diatusになるわけである．新らしい分類では，巻積雲

の変種にradiatusをあげていないのであるが，どうい

うわけであろうか．

　以上のほかに

　Ci　Cs　Iacunosus（蜂の巣）について

　新らしい分類では，　Csに1acunosusという変種を

あげていない．しかし実際には決してまれではない．ま

たCiの1acunosusも時々観測される．

　pannu8（ちぎれ雲）について

　新らしい分類ではpannusはCu，Cbをのぞけば，

AsとNsの付属雲ということになっているが，筆者の

観測ではAc，Scにもpannusに相当するものがある

と思う．これらはCumulus　fractus（片積雲；C1ニ1）

であるとしてしまえぱ一応はそれでよいというものの，

AsはAcに，AcはAsに，ScはAcに，　AcはSc
に，ScはNsに，NsはScにそれぞれ変化するから，

母雲と変化後にできた雲の間には，互ににかよった性質

があるとみてよい．この考え方から演繹すると理論上か

らも，Ac，Scにpannusがあってよいことになると，思。

う．

　巻層雲の乳房雲について

　新らしい分類では，巻層雲の補助雲は一つも上げてい

ないが，この雲の乳房雲はしばしば観測されるので，加

えておいた方がよいと思う．

　高積雲性高層雲について

　高層雲性高積雲（Ac　altoStratomutatus）があるにも、

かかわらず，高積雲性高層雲（As　altocumulomutatus）

がないのはどういうわけだろうか．後者は私の研究では

しばしば観測されるし，高層雲と高積雲は互に変化しあ

うものであるから，理論の上からもあってよいわけだ．

　積乱雲性巻層雲について

　積乱雲性巻層雲はCs　cumulonimbogenitusをあげて

いる．これは積乱雲の一部が変化してでき．た巻層雲であ

るが，筆者の観測ではしばしぱ積乱雲の全部が巻層雲に

なる．

　それでCs　cumulonimbomulatusを加えておいたほ．

うがよいと，思うがどうであろう．

気象の英語（25）
　25．po88ibly．

　possible（可能な）を副詞にしたもので，わかりきっ

た言葉であるが，注意しないと案外に間違いをおこす語

である．普通の肯定文で使われれぱ，possibly・＝it　is

possible　that～の意味であるから，“そういう可能性

がある”，“多分”＝＝maybe，perhapsである．Possibly

it　is　as　yon　say・＝＝多分君の言うとおりだろう．では，

つぎのように“may＝かも知れない”の後に来たらどう

だろう．

　　He　may　possibly　be　a　good　man．

間違い易いのは，mayば“かも知れない”で，possi－

blyは“多分”だから，というので，“彼は多分善人か

も知れない”と訳すことで，これは全く反対の意味であ

る．実は，“He　may　be　a　good　man・＝彼は善人かも

知れない・”　ということも可能性がある，というのであ

るから，“あるいは，彼は善人であるかも知れない（多

分善人ではないだろうが）ノ’というのがほんとうの意味

である．っまりmaypossiblyはmayの否定になるの
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である．

　c3n　possiblyというように，canと一諸に使われる

時は，possibly＝＝in　a　possible　manner＝可能な仕方

で，できる限り，という意味である．たとえば

　　We　have　done　all　we　possibly　could．

　　　＝・われわれはできる1かぎりのことをした．

　Notの後にpossiblyが来たときは，“多分～でな
い”などという生ぬるいものではなく，“とても～な、

い”“決して～でない”という意味になる．　それは，

possibly＝・by　any　possibility＝どんな可能性によって

も，だからである．あるいは，原理的にはmt　possibly

＝・it　is　not　Possible　that～と考えてもよいだろう（意

味はもっと強いが）．したがってI　cannot　possibly　do、

it．＝・：私にはそれはとてもできない．He　can　not　possi－

bly　be　a　good　man．＝彼は決して善人であるはずはな

い
．

疑問文の時でも反語的になって否定の時と同様の意味に．

なる．How　can　I　possibly　do　it？＝＝私ルこどうしてそれボ

できようか？（＝・＝私にはとてもそれはできない・）

、天気”　7．6．
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